
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10 月 27 日、秋晴れの空の下、 

マリン・ハウスでは白子町にある 

『ウミガメの丘公園』へ出掛けま 

した。ポカポカとした日差しの中、 

海風を感じながらの日光浴や園内 

の散策、バドミントン等を楽しみ、 

思い思いの時間を過ごしました。 

園内の大きな池では、悠々と泳ぐたくさんの鴨の

姿が見られました。また、水平線が一望できる丘に 

登り、「地球は丸いね」と笑 

い合う様子が印象的でした。 

秋の自然に包まれながら、 

心も体もリフレッシュできた 

一日となりました。 

10 月の社内研修では、知的・ 

発達障害を持つご家族の当事者 

団体である、『キャラバン隊まー 

る』様をお招きし、「知的障害・ 

発達障害の特性の理解」をテー 

マにお話をしていただきました。 

講演のなかで、ご家族との様々なエピソードや、職員が 

当事者の視点を模擬体験する機 

会も設けていただきました。 

今回の研修は新人職員も多く 

受講しており、福祉の経験の少な 

い職員にとっても分かり易い学 

びの場となりました。 

皆さんで植えたさ 

つま芋が順調に育ち、 

10 月 10 日、フレン 

ズ九十九里では収穫作 

業を行いました。 

一つひとつ、傷をつ 

けないように丁寧に掘 

り起こしていきます。 

顔を出した大きなさつ 

ま芋に、「大きい！」 

「いっぱいだね！」と、皆さんの笑顔があふれました。 

掘りたてのお芋は、さつま芋ご飯にして、皆さんでいた

だきました。ほんのり甘くホクホクとした味わいに、「美

味しい！」「もっと食べたい！」といった声がたくさん上

がりました。自分たちで育てた作 

物を味わうことで、「食の楽しさ」 

や「季節の恵み」を感じること 

ができました。これからも自然 

とふれ合いながら、心も体も元 

気になれるような活動を続けて 

いきたいと思います。 

 10 月 14 日、フレンズ東金では、 

同法人のたま工房の方々と一緒に、 

バーベキュー大会を開催いたしまし 

た。当日は台風の影響が心配されま 

したが、皆さんの願いが天に届いた 

のか、過ごしやすい気候の中で無事 

に実施することができました。 

 炭火で焼かれたお肉や野菜の香ば 

しい匂 

いが食 

欲をそそり、食事を口に運ぶたびに皆さん自 

然と笑みがこぼれていました。また、普段な 

かなか顔を合わせ 

る機会のない、他 

事業所の方々とも 

会話が弾み、皆さ 

んで楽しいひとと 

きを共有すること 

ができました。 

グループホームマリ 

ン・ハウスでは、県の 

認定を受けた評価員に 

よる第三者評価を受審 

しました。前回と比べ、 

実施項目が増え、良い評価をいただきまし

た。特に、管理栄養士の助言を受けた食事提

供や、強度行動障害など個人の特性に合わせ

た支援の取組み、『えるぼし認定』取得によ

る働きやすい環境作り等が評価されました。 

詳細については、マリン・ハウスや千葉県

のホームページにも記載されております。今

後も、職員が一丸となり更なるサービス向上

に向けて取り組んでいきたいと思います。 

とようみ工房では、こ 

のたび入浴設備を新しく 

入れ替えました。安全に 

利用できるよう、広々と 

した浴槽と、滑りにくい 

床材を採用し、明るい雰 

囲気のお風呂場となりま 

した。日中活動で行う入 

浴支援では、一人ひとり 

のペースに合わせた支援を行っています。新

しくなったお風呂に、「気持ちいいね」「広くて

明るいね」と、皆さん笑顔が見られ、心も体も

リフレッシュされている様子です。 

これからも利用者様が安心して快適に過ご

せるよう、環境づくりを大切に行っていきた

いと思います。 

【お問い合わせ先】  

マリン・ハウス 

千葉県大網白里市南今泉 4832‐7 

TEL : ０４７５－７７－１０６６ 
FAX :  ０４７５－７７－１０６７ 

MAIL :  admin@wako99.com 
 

随時見学・体験相談受け付け中！！ 

https://wako99.com/  

秋の実りを楽しみました 

新しいお風呂でリフレッシュ！ 

第三者評価を受審いたしました 

バーベキュー大会開催！！ 

秋晴れの中、外出をしました 

たま工房では、今月か 

ら新たな作業として、コ 

ンセントに使われる二種 

類の金属枠の組立作業を 

行っています。金枠を隙 

間なくはめ込むことが難 

しく、当初は苦戦していました。職員も見本を

示すなど、分かり易く説明する工夫を行い、皆

さんもあきらめずに粘り強く挑戦されまし

た。その甲斐もあり徐々にコツをつかみ、スム

ーズに取り組めるようになりました。「出来

た！」と自信に満ちた笑顔で喜ぶ利用者の方

を見て、指導していた職員も嬉しくなりまし

た。これからも成功体験を一つずつ積み重ね、

利用者の方の持つ力を引き出し、可能性を広

げる支援を続けていきたいと思います。 

新しい作業に挑戦中 

発達障害について学びました 
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